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※概要（Summary ）： 

表面プラズモンポラリトン(SPP)とは金属/誘電体界

面に局在した電荷密度波である。光の波長以下の周期

構造をもつ金属表面はプラズモニック結晶と呼ばれ、

その上を伝播する SPP の分散関係にはギャップをも

つバンド構造が形成される。 

今回プラズモニック結晶の表面形状を変化させたと

きの、バンドギャップへの影響を調べた。 

※実験（Experimental）： 

装置として走査型透過電子顕微鏡(STEM)に光学系

を組み込んだ装置を用いた。電子線を試料表面に照射

させることによって励起された SPPからの放射光を

角度分解測定し、バンド構造を表すパターンの観測を

行った。 

試料断面の模式図を図 1に示す。試料として電子ビーム

露光装置により矩形断面をもつ一次元周期構造を作製し、

周期 Pを固定し、テラス幅 Dおよび高さ hを変化させた。

表面には厚さ 200nmの銀を蒸着した。一次元プラズモニ

ック結晶からの表面垂直方向近傍の発光を角度分解スペ

クトル測定することで、Γ点におけるバンド端における

定在波モードの観察を行った。 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

図 2 に結果を示す。(a)は D/P=1/4、(b)は D/P=3/4 に

おけるバンド端での定在波モードを示す。(a)は高エネ

ルギー端ではテラスの中心に対して電荷分布が反対

称に分布している反対称モードであり、低エネルギー

端ではテラスの中心に対して対称に電荷分布が対称

に分布する対称モードがあることがわかる。一方(b)

では高エネルギー端では対称モードであり低エネル 

ギー端では反対称モードに変わることを実験的に確

認した。このことは、表面形状関数のフーリ係数の符

号が反転することに対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

※その他・特記事項（Others）： 

プラズモニック結晶を 2つ並べることによって結晶に挟

まれた領域(Cavity)に SPP が閉じ込めることができる。

今後はこのようなCavity中におけるSPPの性質を調べる

ことが期待される。 
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Fig.1. A schematic drawing of the specimen used in this experiment. 
The period is 600 nm, the terrace width is 50nm to 550nm and the 

height is 100 nm. InP substrate is coated by a 200nm thick silver layer. 

Fig.2. Beam scan spectrum patterns taken by electron beam emittied 
to the surfacenormal direction. (a)D/P=0.29(b)D/P=0.79 The white 

dashed line indicates the center of terrace. 


